



―『ガーリチ・ヴォルィニ年代記』（1265 ～ 1287 年）
中沢敦夫，宮野裕，今村栄一
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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (13)









その年，エレーナ (Олена)という名のヴァシリコ公 [I112]の公妃 2） が逝去した。かの女の遺
体はヴラジミル主教座の聖なる聖母教会 3） に安置された。
1） これは，歴史上でも特別明るい大彗星と呼ばれるもので，1264年 7月から 9月にかけて東西を問わず世
界各地で観測されている。近日点は 7月 19日。最初は東に現れ次第に西へ移動した。「東に現れた」となっ
ているので 7月頃のことだろう（[Святский 2007: С.190-191; С. 225, Прим. 89]参照）。なお，『グスティ
ンスカヤ年代記』では 6772(1264)年の項に「恐るべき星が出現した。3ヶ月の間輝いていた。光線は昼間
でも発していた」[ПСРЛ Т. 40, 2003: С. 123]と他の資料も参照したのだろう，別様の書き方がされている。
2） この「公妃」(княгнѣ)はヴァシリコ公 [I112]の妻を指している。6737(1229)年の記事で，ヴァシリ
コはユーリイ・フセヴォロドヴィチ [K3]の娘を妻としていたことが分かるが [イパーチイ年代記 (10): 
317頁，注 486, 487]，この妃は 1244-46年頃に死去している。その後，ヴァシリコはマゾフシェ公コ
ンラート一世の娘（ウクライナ語訳注はレシェク白公の娘としている）と再婚しており，これが本記
事の「エレーナ」（Олена は Елена (Helena)の東スラブ語綴り）であり，かの女はヴァシリコの息子
ウラジーミル [I1121]と娘オリガ（[イパーチイ年代記 (12):注 323]参照）の母親であると推察される
（[Домбровский 2015: С. 329]参照）。ただし，この女性については，教皇イノケンチウス四世の 1247
年 12月付けの勅書では「ドゥブロフカ」(Dubrawka)と呼ばれており，名前が符合しない [Kronika 
halicko-wołyńska: s. 220, przyp. 1407]。これについては，ヴァシリコとの結婚の後に，かの女につい
てはキリスト教の洗礼名が使われるようになったと解するべきだろう。
3） ヴラジミルの内城から 1kmほど北にある聖母就寝首座教会 (Успенская соборная церковь)のこと
[Раппопорт 1982: С. 105-106]。ヴラジミルの中心的な教会で，ムスチスラフ [I1]＝ロマン [I11]一族
の菩提寺のような役割を果たしており，1170年 8月に没したヴァシリコの祖父ムスチスラフ・イジャ















4）「海の砂のごとく数え切れぬほど多数の」(бе-щисленное множество, акь пѣсокъ морьскы)は，『士
師記』7:12の語句「らくだの数も海辺の砂のように多く，数え切れなかった」(велблюдом их не 
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たちもかれら〔ヴァイシュヴィルカスの遠征軍〕とともに進軍し，スカリシェフ 10）(Скаришев)
























13） ヤン・ドゥウゴシュの『ポーランドの歴史』(Historiae Polonicae libri xii )の 1265年の項では，シ
ヴァルンが各地から動員したルーシの大軍がボレスワフ公のサンドミェシュの地に侵入し，数日間掠奪
を行ったが，サンドミェシュの貴族たちが住民とともに反撃して，掠奪品を取り戻し，大勝利を得たと








【ボレスワフ五世は報復遠征を行いホルム付近を掠奪する：1265 年末～ 1266 年初め】
そして，この時から，〔ボレスワフは〕戦争を始めた。そして，ポーランド人はホ
ルムの近郊で掠奪を始めた。かれら〔ポーランド人〕とともにいた軍司令官には，シ














17） この軍司令官「ヴォルシ」(Воржь; Бържъ)は，ポーランド史料によれば，ラヴィトフ (Rawitów)
一族出身者で，1259–1262年にルブリンの城主 (kasztelan)で，1268-69年にはサンドミェシュの軍
司令官をつとめていた「ヴァルシャ」(Warsza)に比定することができるという。[Kronika halicko-
wołyńska: s. 221, przyp. 1418]。なお，かれについては，1245年の城市ヤロスラフ攻囲戦で，ロスチ








wołyńska: s. 221, przyp. 1420]。
20） 「境界に住むポーランド人たち」の原文は ляхове-украинянѣ で，ホルムからルブリンにいたる境界
地帯の住民は，ダニール＝ヴァシリコ一族の統治に好意的だったことを示唆している。
21） 「ベーラヤ」(Бѣлая)は，現在のルブリン県ヤノウ・リュベルスキイ (Janów Lubelski)区のビャラ村
(Biała Główna, Biała Druga)に相当する。ルブリンからだと南へ 60kmほど離れている。1243/44年冬
にダニールとヴァシリコはボレスワフ五世を攻める遠征を行った時，ヴァシリコがここを掠奪を行って
いる（[イパーチイ年代記 (11)：注 378]）。
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すなわち，シヴァルンはホルムへと出発した。ウラジーミル [I1121]はチェルヴェン 22）(Червьн; 
Чръвън)へと〔出発した〕。そこにかれの父ヴァシリコ [I112]がいたのである。〔そして〕チェ












22） ヴラジミル近郊の付属城市「チェルヴェン」については，[イパーチイ年代記 (10)：246頁，注 81]を参照。
23） ルブリンの教会主席 (пробощ: propst, probst)（司教に次ぐ教会組織の地位）であったグリゴーリイ
については，すでに，6770(1262)年の記事で，ヴァイシュヴィルカスを修道士として教導した人物と
して言及されている [イパーチイ年代記 (12)：注 403参照 ]。









26） 「テルナヴァ」(Тернава)（現在のルブリン県ビオウライ郡 (Biłgoraj)トゥロビン市域 (gmina 




































31） このポーランド人の掠奪攻撃については，ドゥウゴシュの『歴史』(Historiae... xii )の 1266年の項
の記事で詳細に述べられている。そこでは，ボレスワフ公とシヴァルンの戦いが 1266年 6月 19日に
行われ，ボレスワフ公にとっては従兄弟のシェモヴィトの殺害（[イパーチイ年代記 (12)：注 368]参照）
に対する報復攻撃であったとしている [Długosz ks.7/8, 1974: S. 195-196][Котляр 2005: С. 329]。
32）ポーランド軍とシヴァルン軍の決戦の時期については上注 31を参照。
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【ボレスワフ五世とヴァシリコ＝シヴァルンは和を結ぶ：1266 ～ 67 年】
その後，ポーランド人はルーシ人と和を結んだ。すなわち，ボレスワフ〔五世・純潔公〕は
ヴァシリコ [I112]およびシヴァルン [S5]と〔和を結び〕，〔かれらは〕大いなる親愛を持ち始
33） 軍隊の偉容を「大きな松林のように」(акы боровѣ велицѣи)と喩える表現は，『キエフ年代記』『原
初年代記』にも用いられている修辞である（[イパーチイ年代記 (8)：210頁，注 169]参照）。
34） この戦闘の場となった〈門〉(ворота)については上注 28を参照。この場所で決戦が行われてシヴァ
ルンの部隊は決定的な敗北を喫するのだが，ドゥウゴシュの『歴史』(Historiae... xii )の 1266年の項の
記事では，戦闘の場として Pieta（他の史料では Petra, Porta）という地名が言及されている。また，「シ
ヴァルンはルーシ人とタタール人の大軍を一緒に率いていた」とあるが，当時のダニール公 [I111]一族
のタタールとの同盟関係（[イパーチイ年代記 (12)：注 325]参照）やのちのレフ [S2]によるモンケ・
テムル＝ハンへの援軍要請（下注 80）などを見ると，一族とタタール人との関係は緊密であり，ここ
でもタタール人が援軍として参加していた可能性は高い（[Długosz ks.7/8, 1974: S. 195-196] [Котляр 
2005: С.329]参照）。
35） この「千人長」(тысячкий)は，1253,1255年の記事で言及されているヴァシリコ配下の千人長「ユー



















36） 「大いなる親愛を持つ」(быти в любви велицѣ)は緊密な同盟関係になること。1266年 6月のシヴァ
ルン部隊の敗北を受けて，ヴァシリコ側は先に成立しなかったボレスワフ陣営との会合（上注 25参照）
を行い，そこで領土，捕虜，掠奪品について譲歩的な条件を受け容れたと考えられる。
37） シヴァルンがヴァイシュヴィルカスの姉妹と 1254年に結婚しており，「義理の兄弟」(зять свой)に
あたることについては [イパーチイ年代記 (12)：注 182, 397]を参照。
38） 本年代記にはヴァイシュヴィルカスが『ノヴゴロド第一年代記』6773(1265)年の項に「自分の父が
殺害された後で，（…）かれは神のお告げにより法衣を脱いだ。かれは神に 3年後に法衣を着ると約束し，





40）「聖なるダニールの修道院」(в манастырѣ ко святому Данилью)については，1247年 8月 27日付
の教皇イノケンチウス四世の勅書に «Gr [egorius] de Monte Sancti Danielis»（聖ダニエルの山〔修道院〕
のグレゴリウス）の句が記されており，おそらくダニール公が自らの守護聖人に献じて創建した修道院
と考えられる（[Kronika halicko-wołyńska 2017: s. 223, przyp. 1443]参照）。
41） ウグロフスク（上注 39）はシヴァルンの拠点地ホルムへは南へ 20kmほどと近い。また，ヴァシリ
コの拠点ヴラジミル＝ヴォルィンスキイへも，南東方向へ 70kmほどで達することができる。
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ルへやって来ると，聖大ミハイル修道院 46）に滞在した。マルコルト・ネムチン 47）(Марколтъ же 
Нѣмѣчинь: Нѣмчинъ)が，すべての公たち，すなわちヴァシリコ [I112]，レフ [S2]，ヴァイシュ
ヴィルカスを昼食に招待した 48）。そして，〔皆は〕昼食をとり，酒を飲み，興じ始めた。ヴァシ
リコ [I112]は大いに飲酒すると，寝るために〔馬で〕家へと向かった。ヴァイシュヴィルカス





44） 当時レフ [S2]はリヴォフ (Львов, Львiв)を拠点城市としていた。
45） ウクライナ語訳の注は 1268年の受難週間 (страстная неделя)としているが，ポーランド史料に拠っ




47） 「マルコルト・ネムチン」 (Марколтъ же Нѣмѣчинь: Нѣмчинъ)のネムチン (нѣмчин)は〈ドイツ人〉
を意味し通称で，マルコルト (Marcolt)が固有名に当たる。13世紀のガーリチの城市には「ドイツ門」
(немецкие ворота)と名付けられた城門があり，ヴラジミル＝ヴォルィンスキイにはドイツからの商人
が活動しており [Пашуто 2011: С. 240]，そのことは本年代記末尾のウラジーミル [I1121]の遺言状に
もうかがえる。マルコルトはヴラジミルで財をなした富裕なドイツ人商人だったのだろう。



























フは〕対抗すると，このヴァイシュヴィルカスを計略によって殺害した」[Dlugossi Liber 7/8, 1975: s. 






没したとすると，遅くとも 1269年だったとしている [Грушевський-Хронологія: С.367 ]。
53） これは，シヴァルンの父ダニールが埋葬されたホルムの聖母教会 (церковь святой Богородицы)の
こと。[イパーチイ年代記 (12)：注 421]を参照。
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6778〔1270〕年　
【トライデニスのリトアニアにおける公支配とかれの兄弟たちについて：1269 ～ 70 年】
忌まわしく，無法で，呪われた，無慈悲なトライデニス 54）(Тройдей; Тройдени) がリトアニア
で公支配を始めた。われらは，かれの無法ぶりについて，その破廉恥さのゆえに書くことがで
きない。〔トライデニスは〕シリアの〔王〕アンティオコス〔四世〕(Антиохъ Сурьсый)，エル




(Борза)，シルプティス 57）(Сурьпутий)，レーシイ (Лѣсий)，スヴェルケニイ (Свелкений)だっ
た 58）。かれらは，聖なる洗礼を受けて〔キリスト教徒として〕生きていた。かれらは，親愛の
54）「トライデニス」(Тройдей; ロシア語 Тройден; ポーランド語 Troyden; リトアニア語 Traidenis, 
c.1222-1282) は，シヴァルンの没後（上注 52）の 1269年もしくは 1270年にリトアニアの公位に就い
たと考えられる。かれは，ロマン一族諸公が関係を築いてきたリトアニアのミンダウガス一族とは別の
一族の出身者で，16世紀の『ブィホヴェツ年代記』では，リトアニア＝ジェマイティア＝ルーシ公の
ロマン (Roman)の 5番目の息子で，兄ナリマントス (Narymont)の指示によって，ライゴロド（[イパー
チイ年代記 (12)：注 157]参照）を拠点にヤトヴャグの地の公支配を行い，ポーランド人，ルーシ人，




リア王アンティオコス四世（在位： 157 B.C. - 163 B.C.），ローマに荷担してユダヤ人を虐殺したヘロ
































[I1121]の死亡記事に「〔ウラジーミルは〕父親の後に 20年公支配を行った」（стб. 918 参照）とあり，
ウラジーミルは 1288年 12月 10日に没していることから，ヴァシリコは 1268-69年に死去したと推定
できる。フルシェフスキイは 1269年に比定しており，これが通説になっている（[Котляр 2005: С. 331]







いた Triplici Leopoli, 1672年の写本に拠ったものである [Карамзин-4: С. 100, Прим. 144, 202]。
62） 編集史研究の上では，ここから 1289年の記事までが「ウラジーミル・ヴァシリコヴィチ年代誌」 
(Летописец Владимир Василькович)として編集単位が推定されており，編者としてウラジーミル主
教エフシグニイ (Евсигний)が比定されている。
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【レフのガーリチおよびホルムにおける公支配の始まり：1269 年頃】
















64） ヴァシリコ [I112]はクラクフ＝サンドミェシュ公ボレスワフ五世との紛争の後 1266～ 67年に和議
を結んでおり（上注 36参照），ヴァシリコの息子のウラジーミル [I1121]も父の死 (1269年 )の後も，ボ
レスワフとの友好関係を引き継いでいたということ。6787(1279)年のボレスワフ公逝去の記事では，か
れの人徳が讃えられている（下注 143）。








67） この「ムスチスラフ」[S4]は，文脈から見てダニール [I111]の息子でレフの弟にあたる公 (князь)と
考えられる。ただ，その名は本年代記の 6721(1213)年の項のダニールの息子たちの紹介部分で，ロマン
[S3]とシヴァルン [S5]の間の兄弟として触れられた他は（[イパーチイ年代記 (10)：269頁，注 24]），
本文中にはこれまで一度も言及されておらず，これはロマン [I1]一族の活動記録という年代記の性格を
考えると非常に不思議である。この点をとらえて，ドンブロフスキはダニールにはムスチスラフという




















【トライデニスとレフとの友好関係について：1269 ～ 73 年頃】
トライデニスがまだリトアニアの地を公支配していたとき，かれはレフ [S2]と大いなる親
69） 遠征の時期については，フルシェフスキイ，コトリャールの説に拠った（[Грушевський-Хронологія: С. 
368][Котляр 2005: С.332]参照）。
70） レフは当時ガーリチの公であった（上注 63）ことから見て，「アンドレイ・プチヴリチ」(Андрѣи 
Путивлич)はガーリチの貴族であろう。チェルニゴフ公領に属しセイム川沿岸に位置する城市「プチ
ヴリ」(Путивль)となんらかの関係があると思われる。
71） 「ヴワディスワフ・ロモノシイ」(Володъслав Ломносый)はムスチスラフ [S4]配下の貴族で軍司令
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愛をもっており，互いに多くの贈物を送り合っていた 73）。
【トライデニスとウラジーミルとの間に小規模な掠奪が 1年間続く：1273 ～ 74 年】
〔他方〕かれ〔トライデニス〕はウラジーミル [I1121]とは大いなる親愛にはなかった。それ






【トライデニスはレフとの和睦を解消してドロギチンを占領する：1274 年 4月 1日】



































ブリャンスク公ロマン 83）(Роман Дьбрянский)[G415]とその息子のオレーグ 84）(Олег)[G4152]，ス
79） ウクライナ語訳注はこのドロギチン襲撃を 1275年のこととしているが，時系列から見て 1274年の
可能性が高い。フルシェフスキイも 1274年としている（[Грушевський-Хронологія: С. 368]）。その
場合，復活大祭は 4月 1日に相当する。コトリャールは 1275年の秋に近い頃としているが，根拠が示
されていない [Котляр 2005: С.333]。























84） ブリャンスク公ロマン [G415]にはミハイル [G4151]という名の「最年長の息子」がいたことから
（[イパーチイ年代記 (12)：注 420]），オレーグ [G4152]はその弟にあたる息子ということになる。
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冬が到来して，ルーシの諸公，〔すなわち〕レフ [S2]，ムスチスラフ [S4]，ウラジーミル [I1121]
は軍備を整え始めた。彼らとともにピンスクとトゥーロフの諸公 88）も進軍した。かれらはトゥー
ロフ 89）(Туров)を過ぎてスルーツク 90）(Случк; Слуцк)へ向けて進軍し，そこのスルーツクでタター
ル人と合流した。このようにして，全員は速やかにノヴォグルードクへ向けて行軍を始めた。





85）「スモレンスク公のグレーブ」(Глѣб, князь Смоленьский)は，グレーブ・ロスチスラフヴィチ (Глеб 
Ростиславич)[J1241]のこと。伯叔父のフセヴォロド・ムスチスラヴィチ [J122]がスモレンスク公と















90） 「スルーツク」(Ип. Случк; Хлб. Слуцк)は，ヴォルィニ＝トゥーロフ・ピンスク公領とリトアニ
アとの境界にある城砦で，現在のミンスク州スルーツク市 (Слуцк)に相当する。トゥーロフからだと
108kmほど北上し，そこからノヴォグルードクまでは北西へさらに 134kmほど進まなければならない。
91） 「スィルヴャチ川」(Ип. Сырьвяч; Хлб. Сирьяч)は，ネマン川左岸支流で現在のベラルーシのセルヴェ



































－ 246 － － 247 －
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【レフは諸公を出し抜いてひとりタタール人とともにノヴォグルードク周辺城市を占領・掠奪
する：1274/75 年冬】
〔これは〕レフ [S2]が自分の二人の諸公〔ロマン [G415]とグレーブ [J1241]〕を欺いていた
からである。〔レフは〕ムスチスラフ [S4]とウラジーミル [I1121]に隠れて密かに，タタール
人とともに〔ノヴォグルードク〕周辺城市 (околний градъ)を占領したが，内城 (дѣтинѣць)は


















城」は現在ナヴァフルダク城 (Новогрудский замок)として保存されている 110x80mの城趾に相当し，
「周辺城市」はその西側の土塁に囲まれたおよそ 225x130mの一帯を指している [Куза 1996: С. 91]
[Загрульский 2001: С. 80-81]。両者は細い丘でつながっているだけであることから，石造りの城壁が
ある内城にはリトアニア人が立て籠もって抵抗したということだろう。
97） この姉妹 (сестра)は，ウラジーミル [I1121]の妃であるブリャンスク公ロマン公の娘のこと。結婚は





























の拠点としている [Удавичюс 2005: С. 70]。これに抵抗したプルス人は否応なく (неволею)，東の隣人
であるリトアニアの公に保護を求めたのである。
101）「スロニム」(Ипа. Въслоним; Хлб. Слонимъ)は，現在のベラルーシのスロニム市 (Слонім)に相当
している。この城市は一時はレフ [S2]の弟ロマン [S3]の所領だったこともあり，リトアニア公とダニー
ル＝ヴァシリコ一族諸公の間で帰属について係争の対象になっていた境界地帯の城市だった（[イパー
チイ年代記 (12)：注 72, 184]参照）。
－ 248 － － 249 －
















103） トライデニスの兄弟シルプティス (Сирпутьи)については上注 57参照。









植民による建設という説がある [Котляр 2005: С.335]。
106） この新城砦カメネツ建設の比定年代は，イパーチイ写本の年紀に拠っており現在の通説になっ
ている。しかし，フルシェフスキイは，次のリトアニア討伐遠征の記事に接続していることから建設
を 1277年としており，コトリャールもこれを支持している（[Грушевський-Хронологія: С. 368]
[Котляр 2005: С.336]）。なお，『グスティンスカヤ年代記』6781(1273)年の項に，この年に「ウラジー
ミル・ヴァシリコヴィチがレスナヤ川の上に城市カメネツを定礎した」という記事がある [ПСРЛ Т. 40, 
2003 : С. 124]。































年間見捨てられていた」は，この時から 80年前ならば 1196年になり，丁度 1196/97年冬にロマン公
[I11]がヤトヴャグ人を攻める遠征を行っている（[イパーチイ年代記 (12)：注 214]参照）。ロマン公が
この遠征の拠点として，この地（カメネツ）に小さな城砦を建てた可能性はあるだろう。





スナヤ川 (Лясная; Лесная)に相当する。河口はベレスチエ（現在のブレスト）から 18kmほどしか離
れておらず，ウラジーミル [I1121]による新しい城市建設地の探索はベレスチエを拠点として行われた
ことがわかる。
－ 250 － － 251 －





呪われた無法のノガイ 114）(Ногай)が，レフ [S2]とムスチスラフ [S4]およびウラジーミル




























































－ 252 － － 253 －
























122） 「バルタ人」(борты; барты)は，「湿地」を意味する *bor- から形成されたと考えられ，ドゥスブル

































125）このグロドノの城塔 (столпъ...каменъ высокъ)は，現在の旧城 (Старый замок)の城門の北側に
あった城門を防衛するための塔で，1580年にステファン・バトーリイ宮殿を城内に建設するために壊
されるまで立っていた。1568年制作のグロドノ全景の銅版画にはこの城塔が描かれている  [Антипов 
2000: С. 153]。クラクフ旧市街に現存するフロリアンスカ門の塔とバルバカンと類似の構造だったと考





－ 254 － － 255 －
















127） このリトアニア人のポーランド遠征については，『ポーランド聖十字年代記』(Annales Sanctae 
Crucis Polanici)の 1278年の項に，「レシェク〔二世〕がリトアニア人と戦って，ロヴネでかれらを
打ち破り，また，ルコヴィエンス地方で自ら偵察を行った」(dux Lestko congrediens cum Lithwanis 
devicit eos in Rowne, seu in districtu Lucoviensi ipsos investigando)とあり，この「ロヴネ」がルブリ
ンから 145kmほど北のロウネ村 (Równe)，ルコヴィエンス地方がルブリンから北 200kmほどのウコ
ヴェ村 (Łukowe)周辺とすれば時間・場所とも本記事と対応する（[Грушевський-Хронологія: С.369]
[MGH. SS. 1866. T. 19: p. 682]）。ただし，本記事ではリトアニア側の遠征が大成功であったとあり，
遠征結果の記述内容は対称的である。




130） 「信頼できる善き者たち」の原文は люди добрые, кому вѣряで，ウラジーミル [I1121]が取り引き
を任せていた商人たち [Пашуто 2011: С. 287]，あるいは配下の高位の家来たちを指している。






















（チェルスク公 (Czersk) (1264～ 1294年 )，プウォツク公 (1264～ 1275年 )）を指しており，1262年
の父シェモヴィトの死後（[イパーチイ年代記 (12)：注 367]），1264年には捕虜となっていたリトアニ
アから帰還して，プウトゥスクを含むマゾフシェ地方一帯を支配していた。かれの政策では，母方の伯









たと推定している [Котляр 2005: С.338]。全般的な情況からみて，襲撃者は飢饉によって発生した夜盗
的な集団だったか。









－ 256 － － 257 －










るウラジーミル [I1121]に使者を派遣して，和を結ぶことを望んだ 140）。ウラジーミル [I1121]は
和睦をした。〔こうして〕二人〔ウラジーミルとコンラート〕は大いなる親愛を結び始めた 141）。
ウラジーミル [I1121]は，〔自分〕の軍隊が捕獲した奴隷 142）をかれ〔コンラート〕に返還した。
【ボレスワフ五世（純潔公）が死没する：1279 年 12 月 7日】
この年，クラクフの大いなる公ボレスワフ〔五世〕が逝去した 143）。善良，温和，謙抑，悪意
138） 1265年に，ボレスワフ五世がポーランド大公位の継承者に，やはり従甥であるレシェク二世黒公（ポー
ランド大公在位 1279 - 1288年）を定めたことから，大公位継承を期待していたマゾフシェ公コンラー
ト二世とは不和になっていた。
139）「ヴィスワ川のこちら側」(по сей сторонѣ Вислы)とは，マゾフシェの地のヴィスワ川右岸地域の
ことで，具体的には，マゾフシェ公領のヴォルィニ公領に隣接する，ブーグ川とヴィスワ川に挟まれた
一帯を指しているだろう。











143） ポーランド史料によればボレスワフ五世は 1279年 12月 7日にクラクフで没しており，三日後の
















144）ボレスワフ五世の生年は 1226年であり，死去したとき 53歳だった [IPSB: Bolesław Wstydliwy]。
当時の感覚では「老年」(во старости)ということなのだろう。










参照））の夫としての資格でクラクフ大公位の権利を持っていたことによっている [Войтович 2012: С. 
142]。
148）「マゾフシェ公シェモヴィト一世」(没年 1262年 )については，[イパーチイ年代記 (12)：注 3]を参照。
149）シェモヴィト一世の息子で，父の死後マゾフシェの公となった「コンラート二世」については上注
134を参照。
150）マゾフシェ公「ボレスワフ」(Болеславъ)二世 (Bolesław II mazowiecki)（マゾフシェ公在位 1262
～ 1275年）についてはこの個所が初出。
－ 258 － － 259 －







その後，レフ [S2]がポーランドの地 (земля Лядьская)の一部の辺境地域 (на въкраини)の諸
城市を，自分のために望んだ 155）。〔レフは〕呪われた忌まわしいノガイ 156）(Ногай)のもとへ行っ
て，ポーランド人を討つための援軍を要請した 157）。かれ〔ノガイ〕は，かれ〔レフ〕に援軍と
して，呪われたコンチャク (Кончак)とコゼイ (Козѣи)とクーバタン (Кубатан)〔とその軍勢を〕
与えた 158）。
151） 「カジミェシュの三人の息子たち」(Казимиричи трие)の「カジミェシュ」(Казимир)は，クヤヴィ
公カジミェシュ一世 (Kazimierz I kujawski)のこと。マゾフシェ公コンラート一世の息子で，クヤヴィ
公在位は 1233～ 1267年。マゾフシェ公シェモヴィト一世（上注 148）の兄にあたる。
　　なお，カジミェシュ一世には，この三人の他に，カジミェシュ〔二世〕とシェモヴィトという息子が
いたが，年少でクラクフ公位を争う年齢に達していなかったため，ここでは言及されなかったのだろう
[Kronika halicko-wołyńska 2017: s. 232, przyp. 1533]
152） 「レシェク二世黒公」（Leszek Czarny)（1241年～ 1288年）は，サンドミェシュ公及びポーランド
大公（在位 1279年～ 1288年）。かれについてはこの個所が初出。
153） 「ジェモミスウ」(Земомыслъ, Ziemomysł)はヴロツワフ公（在位 1267年 -1271年，1278年
-1287年）で，当時は実質的なクヤヴィ公だった。1287年に没している。
154） 「ヴワディスワフ」(Володиславъ)は，通常「ヴワディスワフ一世短身王」(Władysław I Łokietek)
(1260/61年 -1333年 )と称され，兄のレシェク二世黒公が 1288年に没したのち，1305年にはクラク
フ公となり，その後ポーランド王（在位 1320年 -1333年）としてポーランドの支配権を確立した。当
時は，末弟であったため兄たちのもとでクヤヴィの公支配を行っていた。




































159）「ムスチスラフ [S4]の息子ダニール」(сынъ Мьстиславль Данило)についてはこの個所が唯一の
かれについての言及である。ドンブロフスキによれば，1265-68年に生まれ，1288年までには没して







161）「クロピヴニツァへ，大いなる驕りによって」(ко Кропивници, с гордостью великою)の文言はイ
パーチイ写本のみの読みで，フレーブニコフ系写本にはない。
－ 260 － － 261 －



















162） 「シレジア人カフィラト」(Кафилат <...> же селезенец)はウラジーミル配下の軍司令官。селезенец の
解釈は難しく，軍司令官のあだ名の可能性もあるが，ここでは「シレジア人」(силезенец) のことと解した。
163） ここはレフ [S2]の主導による遠征の記述だが，ウラジーミル [I1121]の働きについてのエピソード
を挟んだため，年代記記者はレフの遠征部隊について書くとここで改めて言っている。
164） レフ [S2]の遠征軍がどこで，どのように敗北したかについて本記事の記述はきわめて曖昧である。
165） 「ペレヴォレスク」(Переворескъ)は，ムレチカ (Mleczka)川（サン川 (San)支流のヴィスウォク
川 (Wisłok)右岸支流）の右岸の城砦。当時の遺構がのこされている。現在のポーランド，ポトカルパチェ
県プシェボルスク郡のプシェボルスク市 (Przeworsk)に相当する。マウォポルスカ地方とガーリチ公領




























た城砦。現在はウヤズドフ区 (Ujazdow)，ウヤズドフ城 (Zamek Ujazdowski)にその名称が残っている。
ヴィスワ川河岸に築かれたマゾフシェ公領の城砦の一つ。[イパーチイ年代記 (12)：注 365]を参照。
169）フルシェフスキイは，ユーリイの「スーズダリ」行き（下注 173）との関係で，このボレスワフ二









－ 262 － － 263 －















ウラジーミル [I1121]は 176），メリニクからスロニムの公 (князь Вослонимьский) ヴァシリ




こられた」（[ПСРЛ Т.7,  2001: С. 176][ПСРЛ Т. 18, 1913: С. 78]）とある内容と対応している。つまり，




174）ホルムの「軍司令官チュイマ」 (воевода Тюима)については上注 120を参照。なお，文脈から見て，
チュイマが率いてきたホルム人の部隊は，上述のユーリイ [S21]がウラジーミルの要請に応えて派遣し
た援軍部隊と理解することが出来る。そのことから，当時ユーリイはホルムの支配公だったと推定され
る [Kronika halicko-wołyńska 2017: s. 234, przyp. 1556]。
175） 「メリニク」(Мѣлник)はこれまでも国境地帯の拠点として何回か言及されている。ベレスチエから

















177）「スロニムの公ヴァシリコ」(Василко, князь Вослонимьский) [S32]についてはこの個所が初出。
ウクライナ語訳注とコトリャールは，このヴァシリコを 1260年頃に没したロマン・ダニーロヴィチ [S3]
とエレーナ（ヴォルコヴィエスクの支配者グレーブ侯 (князь Глѣб)の娘）との間の息子であり，傍系
の公が勤務公として辺地を支配していたとしている [Котляр 2005: С.341]。それに対してドンブロフス
キは，このヴァシリコはリューリク公家に属さない，リトアニア＝バルト族の首長の一族出身ではない
かとしている [Kronika halicko-wołyńska 2017: s. 235, przyp.1558]。このふたつの説はともに決定的
な論拠はなくどちらとも定め難い。
　　いずれにせよ，スロニムは，1276年にリトアニア公トライデニスがプルス人の植民を図ったため，















－ 264 － － 265 －































ために，予め軍司令官たちに指示したと考えられる [Котляр 2005: С.342]。
























ゴスティニイ (Gostinin)はボレスワフ二世の同盟者ヴワディスワフ四世短身王の支配下 (sub  Vladislao 
Loktck)としている [Długosz ks.7-8, 2004: s. 304][Dlugossi Liber 7/8, 1975: p. 239]。
189）ヤン・ドゥウゴシュ『ポーランド王国年代記』第 7書の 1283年の項には短く「ゴスティニンの城
市はマゾフシェ公コンラートによって破壊された」(Et opid(d)um Gosthinin per Cunradum Maszovie 
ducem vastatur)[Długosz ks.7-8, 2004: s. 225]と記されており，以下の戦いはこれに対応している。









－ 266 － － 267 －
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【援軍のヴァシリコ公も勝利の凱旋をする】
ヴァシリコ公は多くの捕虜を連れてベレスチエへと向かった。自分たちに先行して使者を派





































【タタール人はルーシ諸公を動員してハンガリーへ来襲する：1285 年 2月 199）】
呪われた無法のノガイ 200）(Ногай)とかれとともにトゥラ・ブカ 201）(Телебуга)が，数え切れな
いほどの多数からなる大軍勢をもって，ハンガリー人を攻めるべく到来した 202）。かれら〔トゥ








及びドイツ史料をもとに考察したフルシェフスキイの見解によった [Грушевський-Хронологія: С. 371-
372 ]。その後の諸研究も多くはこれ基づいている。ただし，セレズニョフは，モンゴル関係史料をもとに，
ポーランド侵攻の丸一年前，すなわち 1286-87年冬のことと推定している [Селезнев 2009: С. 192]。
200）「ノガイ」については上注 114を参照。
201）トゥラ・ブカ（Телебуга; Tula-Buqa, Тула-Бука)（ハン在位 1286年頃～ 1291年）は，ジョチ・
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として言及されている [イパーチイ年代記 (10)：279頁，注 296]。
206） ボレスワフの遠征は，1283年にルーシ諸公がコンラート二世に援軍を行ったことに対する報復で
あり，ウラジーミル [I1121]を除くルーシ諸公がトゥラ・ブカのハンガリー遠征に動員されて不在だっ
たことを利した行動だったと考えられる。[Котляр 2005: С. 343]。
207） ボレスワフ二世によるシチェカレフ周辺の掠奪（上注 204）の報を受けて，所領地防衛のためを理
由にノガイの許しを得たと思われる。
208） ウラジーミル [I1121]の軍司令官ドゥナイ (Дунай)については，上注 179を参照。
－ 270 －
富山大学人文学部紀要
フ [S2]は，チュイマ 209）(Тюима)，ヴァシリコ・ベルジャニン 210）(Василко Белжянин)，リャベ
ツ 211）(Рябьц)に自分の軍隊を率いさせた。ウラジーミル [I1121]はヴァシリコ公 212）(Василко 


































－ 270 － － 271 －





























221） 「ティート」(Титъ)は名前から推定して，ポーランド史料に言及される人名 Tytus に対応し，ポー
ランド人である可能性が高い。ベレスチエに勤務したポーランド人が高位の地位（軍司令官 воевода）






























227）「自ら死にはじめた」は原文で начаша и сами измирати 。フレーブニコフ系写本は измирати（死ぬ）
の代わりに покаряти （服従させる）が使われているが，これでは文意が通らない。
228）この 10万人という死者の数（умерших бысть сто тысячь）は，トゥラ・ブカ軍が「数え切れな
いほどの大軍団」であったことと対応するが，二年後にはかれが軍団を擁してポーランド遠征を行って
いる（下注 234参照）ことを考えると，これは誇張された死者の数と考えるべきだろう [Jackson 2005: 
p. 205]。なお，ポーランド語訳注は，『士師記』8:10の「戦死した者は 12万」(и умерших бяше сто 




カルパチア山脈を越えずに引き返したと推定している [Селезнев 2009: С. 192]。
－ 272 － － 273 －
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全員が進軍を始めた。ユーリイ公 [S21]もかれらとともにボレスワフを攻めるべく進軍した。















のポドラシェ県ミｪルニク村 (Mielnik) にあたり，行軍の中間地点ということになる。ユーリイ [S21]が
かりにベレスチエから進軍したとすると，西ブーグ川沿いに北西方向へ 50kmほど進んだところにある。
また，そこから西へ 193kmほど進むとソハチェフへ到達する。
231） ユーリイ [S21]は自軍を率いて，おそらく支配拠点地のホルムからメリニツァ (Мѣлница)へ向かっ
たのだろう。
232） レフ [S2]がリトアニア公ヴァイシュヴィルカスをヴラジミルで謀殺したことについては，上注 44
～ 51を参照。これは 1267年のことであり，この時から 20年も以前の出来事である。




ンラート二世 (Cunradus Maszowie et Czirnensis)が戦ったとされている [Dlugossi Liber 7/8, 1975: 
s. 239][Długosz ks.7/8, 1974: S. 301]。しかし，同じ遠征を指していることは疑いはない [Kronika 
halicko-wołyńska 2017: s. 239, przyp. 1604]。
235） いわゆる「モンゴルの第三次ポーランド侵攻」と呼ばれているもので，ポーランド史料等によると，

























240） ゴリナ川 (Горина)は，プリピャチ川支流のゴルィニ川 (Горынь)のことで，その上流まで（チホ
ムリ (Тихомль)付近？），南東方面からやって来たトゥラ・ブカの遠征軍は到達したのである。ルツク
(Луцк)の城市で公支配をしていたムスチスラフ [S4]はかなり先まで南下して出迎えたことになる。
241） 「クレミャネツ」(Кремянѣць) は，現在のウクライナ・テルノーピリ州クレメネツ市 (Кременець) 
に相当し，ティホムリからだと，北西へ 42km ほど進んだ場所にある。1127年の記事でムスチスラフ
公 [J51]の領地として言及されている [イパーチイ年代記 (10)：300頁，注 403]。「迂回して」(мимо)
というのは，この城砦が高所に位置し堅固であったことからタタール人遠征軍は占拠を諦めたというこ
とだろう [Котляр 2005: С.344]。
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246） 1287年の 12月 6日の聖ニコライの記念日（冬のニコライ）は土曜日にあたり，翌日の日曜日は













するが攻め落とせず，周辺地で掠奪を行う：1287 年 12 月後半】
トゥラ・ブカはポーランド人のもとへと進軍し，かれとともに全ての諸公がタタール人の



























ウェ (Tursko Małe)村に相当する。 サンドミェシュからヴィスワ川を 37kmほど遡った河岸（左岸）に
位置している。
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256） ポーランド史料によると，ノガイはキリスト降誕祭前日（1287年 12月 23-24日）にクラクフ城下
に接近し，その報を受けたレシェク二世黒公は妃とともにハンガリーへ逃走している [Селезнев 2009: 
С. 193]。





















260）ユーリイ [S21]は 1282年にトヴェーリ公の娘と結婚していることから（上注 173），その息子のミ
ハイルは 3～ 4歳の「年少」(млад)，すなわちまだ幼児だったことになる [Котляр 2005: С. 346]。
261）ホルムの聖母教会 (церковь святыя Богородица)には，ダニール公自身（[イパーチイ年代記 (12)：
注 421]），その息子シヴァルン [S5]（上注 53）が埋葬されたことが本年代記に記されており，ダニール
一族の菩提寺の役割を果たしていたことが分かる。
262）ポーランド語訳注は，このダニール [I111]に対する「大いなる公」(великий князь)の称号に，ダニー
ルを「王」(король)として見ていた（1264年のかれの死亡記事など [イパーチイ年代記 (12)：注 422]）
年代記記者の視点の変化を読み取っている [Kronika halicko-wołyńska 2017: s. 242, przyp. 1626]。た
だ，この「大いなる公」の称号は，本年代記の公の死亡記事における称揚的な表現でもあることから（[イ
パーチイ年代記 (12): 注 1, 345, 393]参照），これによる解釈も可能である。




イは時期を 1286/87年の冬と推定している [Грушевський-Хронологія: С.372 ][Котляр 2005: С. 345]。
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266） フレーブニコフ系写本では，この記事の前に「同じ年の冬，〔新〕年がやって来たとき」(тое же 
зимы в наставшее лѣто)の文言がある。イパーチイ写本の 6793年の年記を無視すれば，上記記事と
同じ年（1287/88）の冬で，新年（三月式）と考えれば，1288年 3月と解釈することができる。前年の
12月の事件（下注 267）についての情報が，翌年の 3月にヴラジミルにもたらされたということか。




ランディア〔オランダ〕で起こった」(hoc anno tanta aquarum fuit inundatio in Zelandia, Frisia et 
Hollandia, quamque nunquam audire fuerat) との記録があり，これに対応している [Грушевський-
Хронологія: С. 372-373] 。史料によれば，1287年 12月 14日に大洪水が発生しており，5万から 8
万人が溺死したという。このような詳細な情報が年代記に記されるということは，ヴラジミル＝ヴォルィ



















270）「シェラツのマチェイ」 (Матѣй Серажьский)は，シェラツ (Sieradz)（ウッチ県ワルタ河畔の古
都）出身の城代 (Kasztelan)および軍司令官 (воевода)でマチェイ (Maciej)のこと。かれについては，
ドゥウゴシュの『歴史』の 1288年の項に，「レシェク黒公がマゾフシェ公コンラートに怒りを発して，
シェラツの軍司令官 (パラチヌム )マチェイと，タタール人との戦いで損傷の少なかったシェラツの地
の騎士たちを派遣した」(Lestko Niger dux iras suas in Cunradum Mazowie ducem satagens explere, 
pallatinum Siradiensem Matheum et terre Siradiensis tantummodo milites, qui minus vastacionis a 
Thartaris pertulerant）と記されている [Dlugossi Liber 7/8, 1975: s. 249]。史料では，かれについて
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275） レシェク二世（黒公）は，1288年の 9月 30日にクラクフで病死している [Котляр 2005: С.347] 
[IPSB: Leszek Czarny] 。かれはノガイのクラクフ攻撃によって一旦はハンガリーへ逃れたが（1287年
12月）（上注 255），その後（1288年前半）クラクフに戻ってすぐのことである。なお，次に再びトゥラ・
ブカによるポーランド侵攻（1287年冬～ 1288年）が語られるので，時系列としては一見反対に見える
が，次の記事は 1288年 12月に死没するウラジーミル [I1121]の死の物語として一括して考えれば，時
系列の整合も取れている。
276） 「通常の歌」(обычные песни)とは，正教の斎 (пост)期間に葬儀を行う場合には，葬礼の聖体礼
儀の聖歌が「地味」な形式（つまり通常の）で唱われるという当時の慣例を指しているという説がある
[Цыб 2010: С. 34]。ただし，1288年の 9月 30日は斎の期間ではないことから，年代記記者がこの一
連の描写を他の葬礼の記事から定型として流用した可能性もある。
277） 「三位一体教会」は，1223年にクラクフの城内にドミニコ会によって建設された教会で，今もスト
ラルスカ通り (ul. Stolarska)に教会堂 (Kościół Świętej Trójcy)が現存している。
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れを与える」。ムスチスラフ [S4]は，自分の兄弟のウラジーミル [I1121]の前に叩頭した 287）。




















(поклонитися)に比べて，とくに重要な場合に行われる [Накадзава 2016]。ムスチスラフ [S4]がウラ
ジーミル [I1121]に対して，「土地と城市」の遺贈と引き換えに，様々な義務を約束したと思われる。な
おここでは，ムスチスラフは実際にウラジーミルの前に出頭して「叩頭」の儀式を行ったのだろう。



























293）「わしは異教徒たちと関わりたくない」(дѣла мь с погаными нет)はフレーブニコフ写本の読み。
イパーチイ写本の読み досадила ми погань си （この異教徒がわしを怒らせた）は後代の加筆が入って
いるため，こちらを採用した。「関わり」(дѣло)とはタタール軍に従軍したり，支援したりすることを
指している。






ている [Карпов 2017: С. 275]。
296） リュボムリからベレスチエ（現在のブレスト）までは北へ 99kmほど進まなければならない。
297）「カメネツ」(Каменец)は，ヴラジミル自身が 1270年代の半ばにベレスチエの向こうに建設した
城市（上注 107）。ベレスチエからさらに北へ 40kmほど行ったところにある。上注 107～ 113を参
照。ヴォルィニ公領の北辺に位置し，タタール勢からの難を避けるには好適地だった [Kronika halicko-
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ジーミル [I1121]は，トゥラ・ブカについて，「かれはポーランドの地からもう出たのか」と，
かれら〔配下の者たち〕に訊いた。かれらは「出ました」と告げた。〔ウラジーミルは訊いた〕




























302） 「軍を仕立てて」は，イパーチイ写本では на полону （捕虜になって）となっているが，文脈に整合
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307） 「わが愛しい公妃オリガよ」(княгини моа мила Олго)の呼格表現のような夫婦間の親密さを示す
公の言葉が引用されるのは，この記事の記者（もしくは情報提供者）がウラジーミルの近くに居たこと
を示している。
308） 「この子供のイジャスラヴァ」(о семь дѣтяти, о Изяславѣ)は，以下のウラジーミルの言葉にある
ように，子供のないウラジーミル公夫婦が育てた養子の女児。



























311） 「フェドレツ」(Ип. Федорец; Хлб. Ходорьць)という書記 (писець)について，フルシェフスキイは，




考えている [Котляр 2005: С.351]。みずから卑称 (Федорец)を用いていること，遺言が書かれた時が
自分の守護聖人であるテオドロスの週 (Федорва неделя) であることをことさらに記していることなど
から，フルシェフスキイの説は説得力があるのではないか。
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